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■問合せ＝企画政策課協働推進係☎757-3693

　「市民活動」とは、営利を目的とせず、市民が自らの価値

観や信念、関心に基づいて行う活動のことです。

　この春、その拠点となる「まちなかステージ」が動き出し

ました。本特集では、市民活動の新しい動きをお伝えします。
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Ａ
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商
店
街
の
中
心
に
位
置
し
、
２
月
に

閉
店
し
た
Ａ
コ
ー
プ
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
住
民
同
士
の
新
し
い
つ
な
が
り
を

作
り
出
そ
う
と
Ｂ
コ
ー
プ
と
名
付
け

た
次
世
代
の
新
し
い
「
市
」
を
開
き
ま

し
た
。

今
、
市
民
や
団
体
、
そ
し
て
市
が
、

お
互
い
の
「
や
り
た
い
」
や
「
困
っ
て

い
る
」
を
共
有
し
、
一
緒
に
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
団
体
が

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

は
多
く
の
市
民
が
知
ら
な
い
行
事
や
風

景
な
ど
自
慢
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

大
き
な
力
が
生
ま
れ
、
地
域
の
課
題
解

決
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
市
内
に

は
そ
の
力
を
生
み
出
せ
る
人
が
た
く
さ

ん
い
て
可
能
性
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ
は
「
ま
ち
な

か
」
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
場
所
に
人
が
集
ま
る
こ
と

で
、
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
の
中

か
ら
、
ま
た
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
動
き
が
、
こ

れ
か
ら
の
市
全
体
を
よ
り
元
気
に
し
て

い
く
。
私
た
ち
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し

て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
Ｂ
コ
ー
プ
」
の
Ｂ
は
、地
域
の
ベ
ー

ス
（
基
本
）
と
な
る
地
域
の
つ
な
が
り
、

次
世
代
、
交
流
の
ベ
ー
ス
を
見
出
す
場

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
ほ
ん
や
ら
洞
の
水
野
さ

ん
（
本
町
２
）
の
「
ま
ち
な
か
の
元
気

を
取
り
戻
し
た
い
」
と
い
う
思
い
。
そ

れ
が
広
が
っ
て
イ
ベ
ン
ト
が
実
現
し
ま

し
た
が
、
私
た
ち
は
そ
の
つ
な
ぎ
役
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分
じ
ろ
う

で
開
催
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
準

備
が
省
か
れ
、
雰
囲
気
を
共
有
で
き
た

こ
と
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

こ
の
春
、
新
た
な
市
民
活
動
の
拠
点

と
し
て
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
分
じ
ろ

う
」、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
十
じ
ろ
う
」

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の
施
設
の

総
称
が
「
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ
」
で
す
。

ま
ち
な
か
（
中
心
市
街
地
）
を
ス
テ
ー

ジ
に
見
立
て
、
市
民
が
共
に
楽
し
い
活

動
を
実
践
（
上
演
）
す
る
こ
と
で
、
ま

ち
な
か
で
活
動
す
る
人
を
増
や
し
て
い

こ
う
、
そ
し
て
市
全
体
を
元
気
に
し
て

い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
分
じ
ろ
う
」

は
、
市
内
外
の
「
発
信
」
と
「
交
流
」

の
場
と
し
て
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
十

じ
ろ
う
」
は
、市
民
の
「
活
動
」
と
「
創

作
」
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
な
か
ス
テ
ー
ジ
を
運
営
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ

と
サ
ポ
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
新
し
い
施
設
を

よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

市
民
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
ち
な
か
ス
テ
�
ジ
�
て
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ
�
ト
ワ
�
ク

ひ
と
サ
ポ
が
運
営
し
ま
す

NPO法人
市民活動ネットワークひとサポ
まちなかステージ
コーディネーター

韮
にらさわ

澤 篤さん

▼
５
月
1₄
日
㈯

元
気
に
し
た
い
思
い
と
、
場
の
力
で

で
き
ま
し
た
。

資
源
を
つ
な
い
で
課
題
解
決
の

大
き
な
力
に

地層食堂

須田 恵さん・稲見 朋子さん

やりたい！！

ひとサポ
に相談

場の
コーディ
ネート

関わる人の
コーディ
ネート

実現！！

実現までの
ストーリー
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Ｒ
ラ

　ン
Ｕ
Ｎ
伴と

も

は
、
認
知
症
の
人
や
家
族

の
思
い
を
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人

が
関
わ
っ
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
、
認
知
症
の
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
み
ん
な
で
1
つ
の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
活
動
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
く
て
、「
め
っ

か
め
っ
か
春
の
巻
」に
参
加
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
だ
け
で
は
、
活
動
を
紹
介

す
る
機
会
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

め
っ
か
め
っ
か
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
集
ま
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
自
分
た
ち
の
活

動
を
紹
介
で
き
ま
し
た
。
ま
た
新
し
い

つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

県
内
を
中
心
に
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
新
潟
ガ
ー
ル
ズ
集
団
「
リ
リ
ー
＆

マ
リ
ー
ズ
」
に
参
加
し
イ
ベ
ン
ト
運
営

な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
活

動
の
中
で
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
市
内
の

企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
接
し
、
十

日
町
の
良
さ
を
若
い
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
膨
ら
み
、「
リ
リ
ー

＆
マ
リ
ー
ズ
＋
プ
ラ
ス

」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し

た
「T

ト
オ
カ
マ
チ

ok
am

ach
i S

ス
プ
リ
ン
グ

prin
g
 C

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ollection

」

は
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
分
じ

ろ
う
で
や
っ
た
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
人

か
ら
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
一
人
で
始
め
た
活
動
が
た
く
さ

ん
の
人
の
手
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

●利用時間＝午前９時～午後10時

休火曜日、12月29日～１月３日

申使用する日の３か月前から10日前までの間に申請して

ください。※詳しくは、各施設に問い合せてください

￥下表のとおり

「こんなイベントをやってみたい！」「こ

んなことをしたいけど、どうしたらい

い？」などの相談も受け付けています。

まずは気軽にお問い合せください。

問分じろう　☎750-7770

分じろう使用料 十じろう使用料

「分じろう」「十じろう」利用について

施　設
使用料（１時間当たり）

午前９時〜
午後６時

午後６時〜
10時

１
階

マーケット広場１（東） 500円 700円

マーケット広場２（南） 500円 700円

調理スペース 300円 400円

２
階

茶室 300円 400円

水屋（占有するとき） 300円 400円

和室 300円 400円

ルーム１（和室拡張可能） 300円 400円

ルーム２ 300円 400円

ルーム３ 300円 400円
問十じろう　☎750-7771

施　設
使用料（１時間当たり）

午前９時〜
午後６時

午後６時〜
10時

１
階

マーケット広場 500円 700円

調理スペース 300円 400円

ギャラリー 100円/区画 150円/区画

２
階

プレイス１ 300円 400円

プレイス２ 300円 400円

３
階

創作スペース 300円 400円

準備室 300円 400円

工作スペース 500円 700円

ぜひ利用してください

T

ト
オ
カ
マ
チ

okam
achi S

ス
プ
リ
ン
グ

pring C

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ollection 2016

め
っ
か
め
っ
か
春
の
巻

市民の笑顔がどんどん生まれる「まちなかステージ」で
あなたの「やりたい」を実現してみませんか。

公
募
で
集
ま
っ
た
市
内
の
10
～
20
代

の
女
の
子
が
ミ
セ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

着
こ
な
す
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
プ
ロ
の
モ
デ
ル
も
参

加
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

市
民
活
動
の
見
本
市
と
し
て
毎
年
秋

に
開
催
し
て
い
る
「
め
っ
か
め
っ
か
」

を
今
年
は
春
に
も
実
施
。

地
域
で
活
動
す
る
約
20
の
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。

ケース

2

ケース

3

▼
５
月
８
日
㈰

リリー＆マリーズ＋
プラス

大島 亜由美さん

十
日
町
市
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

▼
５
月
21
日
㈯

新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
たR

ラ ン

UN伴
とも

新潟ブロック実行委員会

髙橋 愛さん
※十じろう２階フロアは、７月中旬使用開始予定。後日、市

報などでお知らせします
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健康な心とからだは食事から

６月は食育月間・毎月19日は食育の日

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課成人保健係☎757-9764

　
毎
日
の
食
事
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
食
事
を
き
ち
ん
と
味
わ
い
、

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
、
心
と
か
ら
だ
の

発
育
と
健
康
の
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
と
く

に
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
食
習
慣
は
と
て
も
大

切
で
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
健
康
に
影
響

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
食
育
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　健康づくりを地域に広める活動をしている食

生活改善推進員（ヘルスメイト）を養成するた

めのセミナーを開催します。皆さんの参加をお

待ちしています。

会十日町保健センター（市役所となり）

￥2,500円（テキスト、調理実習代)

対63歳未満の人・セミナー終了後、食生活改

善推進活動に参加できる人

定先着20人

〆７月６日㈬　　

申健康づくり推進課成人保健係（☎757-9764）

松之山中学校・松代高校では、毎年、食
育教室を実施しています。昨年は、中学
校では郷土料理のあんぼ作り、高校では
一人暮らしにも使えるポリ袋を使った簡
単パッククッキングを実習しました。

ヘルスメイトセミナー開催

食育の日PRイ
ベント

６月18日㈯

学校での食育教
室

家族で楽しむ料
理の日

日　時 内　　容

１ ７月14日㈭　午前10時～午後２時30分
開講式、健康づくりの基本
運動の効用

２ ７月30日㈯　午前９時30分～午後３時
栄養の基礎、はかりに慣れる調理実習　
生活習慣病とは？

３ ８月10日㈬　午前９時30分～午後３時
食中毒予防・食品表示を学ぼう！
高血圧予防の食事（調理実習）

４ ９月３日㈯　午前９時30分～午後３時
食事バランスガイドの考え方
災害時にも使えるパッククッキングの実習

５ ９月15日㈭　午前10時～午後２時30分
お口の健康と口腔ケア
3・1・2バランス弁当の実習、閉講式

十日町市で実施している
食育の取組みを

いくつか紹介します

できることから始めよう！

こんなことも「食育」に
つながります

●早寝、早起き、朝食を欠かさず食べる

●家族で正しい食事マナーを身につける
　（はしの正しい持ち方や、食器の正しい並べ方など ) 

●楽しく食事ができる工夫をする、家族や友人と楽しく食卓を囲む　

●家族や地域に家庭料理や郷土料理を伝える

●食生活に地場農産物を積極的に活用する

●地産地消に取り組む飲食店や農産物直売所を利用する

●食に関する情報を積極的に収集し、いろいろな体験やイベントに参加する

「第２次十日町市食育推進計画」より　

おやこ食育教室

昨年は水沢保育園の年長児、貝野小学
校の５・６年生を対象に開催しました。
今年も保育園で開催予定です。

夏休みを利用して、子どもを中心に家族が協力し
て料理を作ります。「むずかしかったけど、楽し
かった」「おいしいと言ってもらえて、うれしか
った」。など、毎年たくさんの市内の小中学生が
楽しみながら取り組んでいます。

イオン十日町店、原信十日町店で食育の日をＰ
ピーアール

Ｒ
するため、アレンジおかずを紹介します。ピンク
のエプロンを着けたヘルスメイトさんが目印で
す。ぜひ会場に来てください。

皆さんも食育月
間を機

会に、健康な生
活の基

礎を築く「食育
」に取

り組みましょう
。

食育教室でも大活躍

健康づくりの案内役、ヘルス
メイトになりませんか？
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Pick
Up

学童期
（小学校就学期）

L
レッツ

ET’S S
スピーク

PEAK E
イングリッシュ

NGLISH!（英語を話そう！）

英語教育推進事業　英語教育を充実させる取組み

● ● ● ● ●問合せ：教育センター☎756-5011

推進しよう 子どもの読書

十日町市子ども読書活動推進計画策定

● ● ● ● ●問合せ：生涯学習課社会教育係☎757-8918

　
子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
は
言
葉
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
想
像
力
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。
市
で
は
、
平
成
28
年
４
月
に

「
十
日
町
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。  

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
英
語
教
育
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、新
た
な
取
組
み
を
始
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
英
語
授
業
の
改
善
や
「
英
会

話
寺
子
屋
塾
」
な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
・
参
加
を
得
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
多

様
な
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

外国語活動の様子（田沢小学校）

発達段階ごとの主な取組み

「イングリッシュキャンプ」の開催 

　小・中学生を対象に、外国人の先生（ALT：外

国語指導助手）と交流しながら、英語の世界にまる

ごと触れる特別授業

「キッズ英語遊び塾」

　小学校低学年を対象に、放課後の課外活動として、

英語遊びを実施。市内の４つの小学校で試行を開始

「英語ボランティアガイド養成講座」 

　中学生・高校生を対象に、大地の芸術祭などでの

英語ボランティアガイドを目指す基礎講座の開講

「英語教育モデル中学校区」の指定

　松之山中学校区をモデル地区に、英語教育のカリ

キュラム開発に向けた実践研究

「英語教育推進専門員」の採用

　円滑な事業推進のための連絡・調整を担当

「土曜英会話寺子屋塾」

　Jr.（ジュニア）英検や英語検定をめざす小・中

学生を対象に、年22回（土曜日）開催。英会話の

楽しさを育む英語教室

「小学校英語活動の充実に向けた外国語指導助手の

定期的な派遣」

　外国語指導助手を１人増員し、小・中学校の国際

理解教育の一層の推進・充実

「英語科授業力養成講座」

　 中学校英語科教員を対象とした実践研修

「カナダ・ビクトリアで語学体験とホームステイ」

　中学２年生を対象とした体験事業の支援

新規
NEW

継続
CONTINUE

　
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
読
書
環
境
や
図

書
を
充
実
・
整
備
し
、
読
書
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
人
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
を
育

成
し
な
が
ら
連
携
・
協
力
体
制
を
作
る
こ
と

で
、
読
書
活
動
を
活
発
化
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

計
画
の
目
的

乳児期
（０歳期）

ブックスタート事業の絵本な

どを活用して、積極的に親子

で絵本を楽しみます。

家　庭

学童期は親子で情報館や分室

に行き、家
うちどく

読に取り組みます。

青年前期は、家庭で読書時間

を作ります。

家　庭

幼児期
（１歳〜就学期）

親子で情報館や分室、保育園・

認定こども園で借りた絵本を

一緒に楽しみます。

家　庭

読み聞かせや貸出しを行い、情報館や分室に行く

機会を作ります。

保育園・認定こども園

園所蔵の絵本などを充実させ、読み聞かせの大切

さを学ぶ機会を作ります。

市・教育委員会

小・中学校での「楽しい読書出前事業」や、学校

図書館担当職員やボランティアの研修会、「図書

委員会サミット」を開催します。子どもの読書活

動コーディネーターを設置します。

教育委員会

読書活動活性化のため朝読書や家読の推進、「図書

委員会サミット」の開催のほか、ボランティアの

受入れを検討し、情報館の利用者登録を促します。

小・中学校

乳児向けの絵本を充実させ、保護者が絵本を選ぶ

ときの資料を作成します。

情報館

親子で楽しめる絵本や図書の収集、紹介資料の作

成、おはなし会の開催を行います。

情報館

各年代向けの図書を計画的に収集し、貸出文庫や

中学校からのブックトークの要請にも応じ、学校

図書館の改善を支援します。

情報館

青少年育成十日町市民会議などでは子どもの読書

活動の啓発を行います。

市民団体

読み聞かせグループなどによるおはなし会などの

機会を設けます。

市民団体

親子で楽しめるおはなし会を開催します。

市民団体

●計画を進めるために…
「（仮称）十日町市子ども読書推進委員会」
を組織し、取り組み状況を確認しながら計
画を進めます。

●
計
画
期
間
＝
平
成
28
年
度
～
平
成
33
年
度

●
取
組
み
の
対
象
＝
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

●
取
組
み
の
主
体
＝
家
庭
、
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
市
、
市
教
育

委
員
会
、
情

報
館
（
図
書

館
）、
関
係

す
る
市
民
団

体

青年前期
（中学校就学期）

（英語って
楽しいよ！

！）English is so fun

Ａ
Ｌ
Ｔ

ケ
リ
ー
・
ク
リ
ッ
ク
さ
ん
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします
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「その一票　明るい未来の　第一歩」

第24回参議院議員通常選挙

● ● ● ● ●問合せ：選挙管理委員会☎757-3191

投
票
資
格

投
票
日
当
日
の
投
票
時
間

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

②
７
月
10
日
現
在
で
満
18
歳
以
上

の
人
（
平
成
10
年
７
月
11
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
）

③
平
成
28
年
３
月
21
日
以
前
か
ら

十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
　

※
平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
市

町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す

④
３
か
月
以
上
十
日
町
市
に
住
所

登
録
し
て
い
て
、
転
出
し
て
４

か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

全
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
開

始
し
ま
す
。
た
だ
し
、
終
了
時
間

は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
投
票
所
が
変
更
に
な
っ
た
投

票
区
が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券

に
記
載
し
て
あ
る
投
票
終
了
時
間

と
、
投
票
所
を
よ
く
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
に
自
書
で
き
な
い
人

は
、
申
し
出
に
よ
り
投
票
管
理

者
の
指
定
し
た
係
員
が
代
理
で

記
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
６
月
22
日
㈬
に
公
示
さ
れ
7
月
10

日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
の
進
路
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
で
す
。
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

入
場
券

は
が
き
で
送
付
し
ま
す
。
両
面

そ
れ
ぞ
れ
、
左
下
か
ら
は
が
す
と

三
つ
折
り
に
な
っ
た
入
場
券
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
シ
ン
目
で
切

り
離
し
、
各
自
が
投
票
す
る
と
き

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投

票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
で
宣

誓
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。
入
場

券
が
届
い
て
い
な
い
人
も
投
票
は

で
き
ま
す
が
、
届
い
て
い
た
ら
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
印

鑑
は
不
要
で
す
。

■
不
在
者
投
票

指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
院
・
入
所
中
の
人
や
、
学
生
・

仕
事
な
ど
で
十
日
町
市
を
離
れ
て

い
る
人
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
対
象
者
は
、
投
票
用
紙
を

専
用
封
筒
に
封
入
し
て
署
名
す
る

不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

本庁・支所期日前投票所 受付期間 受付時間

十日町保健センター（市役所隣）１階会議室
６月23日㈭　　
　～７月９日㈯

午前８時30分～午後８時

川 西 庁 舎１階　地域活動室

７月３日㈰　　
　～７月９日㈯

午前８時30分～午後７時
中 里 庁 舎３階　中会議室

松 代 庁 舎４階　多目的室

松之山庁舎２階　大会議室

出張期日前投票所 受付期間 受付時間

飛渡公民館（新水：克雪管理センター）１階　旧遊戯室
７月４日㈪

午後１時～午後５時

水沢公民館（土市第３）１階　会議室 午前９時30分～午後５時

※巡回期日前投票所の開設期間などは選挙管理委員会事務局に問い合わせてください

郵
便
な
ど
の
投
票
の
代
理
記
載

制
度

　
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
代
理
記

載
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
「
上
肢

あ
る
い
は
視
覚
の
障
が
い
の
１

級
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
「
上
肢
あ
る

い
は
視
覚
の
障
が
い
の
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

開
　
票

■
日
時
＝

　
７
月
10
日
㈰
午
後
９
時
～

■
場
所
＝
市
総
合
体
育
館

※
開
票
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
随
時
ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、

開
票
所
で
も
公
表
し
ま
す

郵
便
な
ど
の
投
票
に
よ
る
不

在
者
投
票

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、事
前
に「
郵

便
投
票
等
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
証

明
書
は
、
交
付
の
日
か
ら
７
年
間

（
要
介
護
者
は
介
護
認
定
の
有
効

期
間
）
有
効
で
す
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
に
次
の
い

ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機

能
の
障
が
い
の
１
級
ま
た
は
２

級
・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
、
直
腸
ま
た
は
小
腸
の

障
が
い
の
１
級
ま
た
は
３
級

・
免
疫
、
肝
臓
の
障
が
い
の
１
級

か
ら
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ

か
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が
い

の
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

・
内
臓
機
能
の
障
が
い
の
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区

分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

※
郵
便
な
ど
の
投
票
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
請
求
期
限
は
、
投
票

日
の
４
日
前
の
７
月
６
日
㈬
ま

で
で
す

公職選挙法の改正で次のことが変更になります

※①、②の順番にはがしてください

　今回の参議院議員通常選挙から、次のとおり公職選挙法

の改正が行われました。

●選挙権年齢が満20歳から満18歳に引き下げられます。

●３か月以上十日町市に住所登録していて転出して４か月を経過

していない人が、転出先で選挙人名簿の登録要件を満たしてい

ないとき、十日町市で選挙人名簿に登録されます。

●投票所の秩序が保持されることを前提に、選挙人の同伴する子

ども（幼児・児童・生徒その他の年齢満18歳未満の者）の投票

所への入場が認められます。
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～地域と学校を結ぶ給食～
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　市内の小・中学校では、地場産食材を給食に取り入れた地産

地消を推進しています。毎月１回の「とおかまちメニューの日」

には、必ず地場産食材を献立に取り入れ、子どもたちが地域の

魅力を感じ、学ぶことができる給食を提供しています。

「大地の芸術祭」の里 越後妻有2016春
４月30日㈯：ジミー・リャオ 「Kiss & Goodbye」 越後水沢駅2

こへび隊
通信

地元
サポーター

①地元サポーターの主

な活動の一つである作

品受付。気持ちよく鑑

賞していただくため、

掃除や作品の点検など

の開館作業から始まり

ます。

②開館中は受け付けで

お客さんを迎え、パス

ポートのチェックや鑑

賞券などの販売、作品

の案内などをします。

　大地の芸術祭を通じて地元十日

町市の魅力を再発見したことが大

きなきっかけで、この春東京から

Ｕターンしてきました。今までは

お客さんとして参加していました

が、今回は地元サポーターとして

活動しました。子どもに人気のこ

の作品は、家族連れで訪れる人が

多く、幸せそうに鑑賞している姿

も含めて一つの作品になっていま

した。大地の芸術祭を通して、さ

らに多くの人が越後妻有を訪れ、

何かを感じていただけたらうれし

いです。

■問合せ＝「大地の芸術祭」の里　総合案内所　☎761-7767

地元サポーター

服部 悠希さん
（25歳・原町）

　澤口さんは、妻有畜産㈱の代表取締役も務

めています。澤口養豚場では、４棟の豚舎で

約3,000頭の豚を飼育しています。「多くの人

に妻有ポークの良さを知って食べてもらいた

い」。と話しました。

■生産者
　㈲澤口養豚場
　澤口 晋さん
　（上野）

　十日町市と津南町にある10の

農場で組織された「妻有畜産株式

会社」が、親豚の生産や衛生管理、

子豚のえさの無薬化を実施し、安

全・安心・おいしさを追求して育

てあげた豚肉です。

❺月のクローズアップ食材
「妻有ポーク」

　とおかまちメニューの日に、

生産者の澤口さんが児童と一緒

に給食を食べました。児童は、

豚の飼育や生態のことなど、た

くさんの質問しながら、食材に

ついて学びました。

❺月の交流給食
「上野小学校」

　十日町市と津南町にある10の

農場で組織された「妻有畜産株式

会社」が、親豚の生産や衛生管理、

子豚のえさの無薬化を実施し、安

全・安心・おいしさを追求して育

てあげた豚肉です。

❺

問合せ：学校教育課☎ 757-9957

1

　黄桜の丘桜まつり短歌会に、今年

も全国から多数の応募があり、「黄

桜」「信濃川」「ふきのとう」を題材

にした短歌958首の中から入賞作品

が朗詠されました。約80人の参加

者は心のこもった歌に酔いしれ、み

やびやかな日本文化を体感していま

した。

30回目を迎えた短歌会

４月29日（昭和の日）：ミオンなかさと（宮中）

　「歴史の道百選（文化庁選定）」の古道

松之山街道は、中世に越後上杉氏が軍用

道として整備したため「上杉軍道」とも

呼ばれます。

　まつだい歩こう会主催の春のハイキン

グには38人が参加し、約６キロメート

ルの道のりを、史跡や景色に思いを馳せ

ながら巡りました。参加者がハイキング

中に詠んだ句の一つを紹介します。

　「若葉風 受け語らいの 古道行く」

　第８回坂口安吾まつりが旧

村山家「大棟山美術博物館」

で開催されました。

　朗読会や語り、坂口綱
つな

男
お

さ

ん（安吾さん長男）によるト

ークショーなど、盛りだくさ

んな内容に参加者は大満足な

様子でした。

　数え年７歳の男児が初参りする伝

統行事「七ツ詣り」に、18人の男

子が参加しました。本殿前にはおも

ちゃの屋台が用意され、この日ばか

りは家族も大奮発です。初登山とな

った柳 壱平君（松代小１年）は「登

るのは楽しかった。おもちゃもいっ

ぱい買ってもらった」とうれしそう

に話しました。

春のハイキング「謙信公の通り道」

５月８日㈰：古道松之山街道

安吾ゆかりの家で

５月21日㈯：大棟山美術博物館 

「登り切って一人前」

５月８日㈰：松苧神社（犬伏）

　下条中学校区の特色ある教育活動「小中交流活動」のスタートの会であ

る「はじめの集い」が開催されました。下条小・中学校の児童生徒全員が

集まり、この活動の目的や内容を学んだり、お互いに自己紹介をしたりし

ました。中学生は小学生の目線に合わせて話や握手をするなど、相手のこ

とを思いやった行動がみられ、終始和やかに進められました。今後の交流

活動でも中学生がよきリーダーとなり、小学生とともに実りある活動が行

われることを予感させる会になりました。

「はじめの集い」が開催されました

５月13日㈮：下条中学校

小中

一貫

教育

レ
ポ
�
ト

①

②
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

ね
こ
ろ
ん
だ
展

―
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
De
市
民
活
動
―

　
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
経
験
者

が
市
民
活
動
に
参
加
し
て
き
た
軌

跡
を
展
示
し
ま
す
。

日
６
月
10
日
㈯
～
23
日
㈭

会
十
じ
ろ
う

他
十
日
町
高
等
学
校
定
時
制
生
徒

の
作
品
も
展
示

問
フ
�
ル
ト
ネ
ッ
ト
・
関
口
（
☎

０
９
０

�

４
９
５
５

�

４
１
６

９
）

「
松
代
の
い
し
ぶ
み
」
出
版
記
念

パ
ネ
ル
展
・
ミ
ニ
講
演
会

　
松
代
地
域
の
石
仏
に
つ
い
て
ま

と
め
た
冊
子
の
出
版
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

︻
パ
ネ
ル
展
︼

日
６
月
18
日
㈯
～
７
月
18
日
（
海

の
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

休
毎
週
水
曜
日
・
６
月
25
日
㈯

︻
ミ
ニ
講
演
会
︼

日
／
内
６
月
26
日
㈰
／
「
諸
国
巡

拝
の
記
念
碑
」、
７
月
９
日
㈯

／
「
石
仏
に
込
め
ら
れ
た
祈

り
」、
７
月
16
日
㈯
「
蓬
平
の

小
松
山
」
※
各
日
午
後
２
時
～

講
西
潟
浩
平
さ
ん
（
し
ぶ
み
古
文

書
研
究
会
会
長
）
ほ
か

︿
共
通
﹀

￥
入
館
料
３
０
０
円

会
・
問
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館（
☎

５
９
７

�

２
１
３
８
）

県
看
護
協
会
十
日
町
支
部
講
演

「
目
で
見
て
わ
か
る
認
知
症
」

日
６
月
25
日
㈯
午
後
３
時
15
分
～

５
時
※
受
付
２
時
45
分

会
ク
ロ
ス
テ
ン

内
講
演
・
寸
劇
「
目
で
見
て
わ
か

る
認
知
症
」

講
高
橋
克
佳
さ
ん
・
劇
団
い
く
り

問
厚
生
連
中
条
第
二
病
院
・
看
護

部
長
室
（
☎
７
５
７

�

３
０
１

８
）

自
然
環
境
保
全
部
会

魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
歩
く

　
魚
沼
の
山
並
み
と
盆
地
、
妻
有

の
河
岸
段
丘
を
望
む
大
パ
ノ
ラ
マ

を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
歩
い
た

あ
と
は
、
清
津
峡
小
出
温
泉
で
リ

フ
レ
ッ
シ
�
。

日
6
月
26
日
㈰
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
30
分
ご
ろ

会
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
栃
窪
峠

～
十
二
峠
）
※
市
役
所
集
合
・

解
散

対
小
学
生
以
上
※
中
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴

￥
千
円（
バ
ス
代
・
保
険
料
・
備
品
・

温
泉
料
金
な
ど
）
※
当
日
徴
収

定
先
着
20
人
※
最
少
催
行
10
人

持
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・
山
用

の
靴
ま
た
は
長
靴
・
長
袖
・
長

ズ
ボ
ン
・
タ
オ
ル
な
ど

他
往
復
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用

〆
6
月
20
日
㈪

申
・
問
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
た
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

子
メ
ー
ル
（t-k

a
n
k
y
o
@

city
.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

）
の
い
ず
れ

か
で
〒
９
４
８

�

０
０
５
６
十

日
町
市
丑
９
１
５

�

２
環
境
衛

生
課（
☎
７
５
２

�

３
９
２
４
、

Ｆ
７
５
７

�

１
７
５
１
）

日７月１日㈮午後５時

30分～７時

会クロステン（大ホー

ル）

講デービッド・アトキ

ンソンさん（㈱小西

美術工藝社代表取締

役社長）

申・ 問電 話・FAXま た は 電 子 メ ー ル

（tokamachi@tokamachishikankou.

jp）で（一社）十日町市観光協会（☎757-

3345、Ｆ757-5150）

～デービッド・アトキンソン氏が語る

　　和の文化と国宝を活かした観光戦略～

特別講演会
「新・観光立国論と“とおかまち”」

　十日町市では15

年ぶりの開催です。

日６月30日㈭～７

月４日㈪午前９時

～午後５時

会川西総合体育館

●作品部門＝７部門（日本画・洋画・版画・彫刻・

工芸・書道・写真）

●入場料＝450円（前売券400円）

　※大学生以下無料

●前売券販売場所＝各公民館・各支所・情報館・

博物館・森の学校キョロロ・十日町市総合観光

案内所（十日町駅内）

問生涯学習課（中央公民館☎757-8918）

第71回 県展「十日町巡回展」
開催のお知らせ

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

～
語
る　

仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
～

～
語
る　

仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
～

市外の専門学校を卒業後、現職場に就職。５年目の
現在は５歳児を担当。

長谷川 陽子さん（上新田４・25歳）

市外の専門学校で幼稚園教諭・保育士の免許を取得。
就職して３年目のこの春から、初めての「１人担任」
として３歳児を担当。

藤木 咲さん（轟木・22歳）

実
習
で
感
じ
た
魅
力
に
引
か
れ

て
就
職

長
谷
川
さ
ん
︱
新
潟
市
の
専
門
学
校
に

通
い
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
就
職
先
と
し
て
当

園
を
選
ん
だ
理
由
は
、
実
習
で
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
と
、
な
に
よ
り
私
自
身

が
通
っ
て
い
た
思
い
出
の
園
で
あ
る
こ

と
で
す
。

藤
木
さ
ん
︱
十
日
町
市
の
自
然
や
落
ち

着
く
環
境
が
大
好
き
で
、
卒
業
後
は
地

元
に
戻
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

実
習
に
訪
れ
た
と
き
、
当
園
の
環
境
や

雰
囲
気
に
魅
力
を
感
じ
て
、
就
職
を
希

望
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
や
り
が

い

長
谷
川
さ
ん
︱
鉄
棒
の
逆
上
が
り
が
で

き
な
か
っ
た
子
が
諦
め
ず
に
練
習
し

て
、で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、

子
ど
も
の
変
化
や
子
ど
も
の
持
つ
力
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

藤
木
さ
ん
︱
「
子
ど
も
が
好
き
」。
と

い
う
理
由
で
保
育
を
志
し
ま
し
た
が
、

実
際
に
働
く
中
で
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
毎
日
の

成
長
に
立
ち
会
え
る
こ
と
に
魅
力
を
感

協力
企業

■学校法人下条学園
　むつみこども園
・保育：
　生後６か月から入園可
・十日町市桑原
・従業員34人
・☎756-2424
・広い園庭と緑濃い神社と市の児童公園に隣接しており、

子どもたちは恵まれた環境の中でのびのび遊んでいます

じ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
な
か
で

成
長
し
た
い

藤
木
さ
ん
︱
ふ
と
し
た
と
き
に
園
児
を

楽
し
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
る
ア
イ
デ
ア

の
引
き
出
し
を
増
や
し
、
園
児
の
遊
び

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
の
で
き
る
職
員
に

な
り
た
い
で
す
。

長
谷
川
さ
ん
︱
子
ど
も
が
秘
め
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
は
驚
か
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
発
見
や
気
づ
き

を
大
切
に
、
園
児
の
可
能
性
を
引
き
出

せ
る
職
員
に
な
り
た
い
で
す
。
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休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
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（
☎
０
２
５
︱
７
９
４
︱
２
４

１
０
）

国
家
公
務
員
税
務
職
員
募
集

（
高
卒
程
度
）

　「
税
の
ス
ペ
シ
�
リ
ス
ト
」
と

し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
受
験
資
格
＝
平
成
29
年
３
月
ま

で
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
人
ま

た
は
平
成
29
年
４
月
１
日
に
お

い
て
高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人

●
申
込
期
間
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

：

６
月
20
日
㈪
～
29
日
㈬

（h
ttp

://w
w

w
. jin

ji-sh
ik

e
 

n
.g

o
.jp

/ju
k
e
n

.h
tm

l

）、

郵

送

：

６
月
20
日
㈪
～
22
日
㈬

　
※
当
日
消
印
有
効

●
試
験
日
＝
１
次
試
験

：

９
月
４

日
㈰
、
２
次
試
験

：

１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

：

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎
03

︱
３
５
８
１
︱
５
３
１
１
）、

そ
の
他

：

関
東
信
越
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係
（
☎
０
４
８

︱
６
０
０
︱
３
１
１
１
）

三
好
園

家
族
介
護
教
室

　
認
知
症
の
人
と
暮
ら
す
家
族
向

け
の
介
護
教
室
と
介
護
者
の
交
流

事
業
で
す
。

日
６
月
27
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

家
族
な
ど

内
福
祉
用
具
の
実
演
・
レ
ン
タ
ル

制
度
の
紹
介
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
見
学
、
懇
談
会

講
津
山
隼
吾
さ
ん
（
ア
ル
プ
ス
電

気
グ
ル
ー
プ
）・
村
越
洋
子
さ

ん
（
十
日
町
市
北
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）　

〆
６
月
20
日
㈪

申
・
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

三
好
園
・
田
口
（
☎
７
６
１
︱

７
３
６
４
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

︻
夜
間
講
習
コ
ー
ス
︼

日
７
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
午
後
７

時
～
９
時
※
計
４
時
間

￥
１
５
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

なかよしランド大運動会 参加者募集

第
28
回
駅
通
り
七
夕
ま
つ
り

出
店
者
募
集

日
７
月
１
日
㈮
・
２
日
㈯
午
後
７

時
～
10
時

会
十
日
町
駅
通
り

￥
２
万
円
（
２
日
間
）

対
市
内
お
よ
び
津
南
町
在
住
の
人

申
・
問
駅
通
り
ハ
ト
ヤ
・
羽
鳥
（
☎

７
５
７
︱
９
３
９
７
）

出
演
者
募
集

笛
ふ
え
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
あ
な
た
の
演
奏
を
、
千
年
の
森

ホ
ー
ル
で
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
笛
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
９
月
11
日
㈰

会
千
手
中
央
コ
ミ
�
ニ
テ
�
セ
ン

タ
ー

〆
７
月
31
日
㈰

申
・
問
川
西
公
民
館
（
☎
７
６
８

︱
２
３
０
８
）

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

越
後
つ
ま
り
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅

　
４
泊
５
日
で
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
歩
く
小
学
生
と
、
そ
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

日
８
月
７
日
㈰
～
11
日（
山
の
日
）

会
市
内
・
津
南
町

︻
参
加
者
募
集
︼

対
小
学
校
４
～
６
年
生

￥
２
万
３
千
円

〆
６
月
30
日
㈭

他
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://

ech
i1

0
0
k
m

.m
ain

.jp/

）

︻
ス
タ
ッ
フ
募
集
︼

内
歩
く
サ
ポ
ー
ト
（
同
行
）、
生

活
支
援
全
般
、
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

研
修

対
社
会
人
で
健
康
な
人

￥
一
日
千
円
※
食
費
・
保
険
料

〆
７
月
18
日
（
海
の
日
）

他
複
数
日
、
一
日
だ
け
で
も
可

︿
共
通
﹀

申
・
問
越
後
つ
ま
り
１
０
０
㎞
徒

歩
の
旅
実
行
委
員
会
・
上
村（
☎

０
９
０

�

３
３
１
２

�

０
４
０

３
）

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

︻
溶
接
検
定
準
備
コ
ー
ス
︼

日
7
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
4
時

￥
３
９
０
０
円
※
材
料
な
ど
は
持

参
定
10
人
※
超
え
た
と
き
は
抽
選

〆
6
月
22
日
㈬

︻
Ｊ
Ｗ
︱
Ｃ
Ａ
Ｄ
中
級
コ
ー
ス
①
︼

日
7
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯
午
前
9

時
～
午
後
4
時

￥
２
４
０
０
円

定
10
人
※
超
え
た
と
き
は
抽
選

内
図
面
・
図
形
の
色
付
け
、
写
真

の
挿
入
、
特
殊
文
字
の
入
力
、

２
・
５
Ｄ
の
特
徴

〆
7
月
4
日
㈪

︿
共
通
﹀

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

︱
５
４
５
︱
２
１
９
０
）

７
月
入
校
生
募
集

事
務
応
用
科
１
期

日
7
月
14
日
㈭
～
11
月
11
日
㈮
平

日
午
前
９
時
40
分
～
午
後
4
時

10
分

会
十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

対
パ
ソ
コ
ン
や
簿
記
の
知
識
・
技

能
の
習
得
を
希
望
す
る
求
職
者

￥
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

な
ど
自
己
負
担
あ
り

定
14
人

〆
6
月
23
日
㈭

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　楽しい種目が盛りだく

さん。家族そろって参加

しませんか。

日７月３日㈰午前10時

～正午※受付９時50

分まで

会市民体育館

対子どもとその家族

￥１家族500円（なかよしランド会員は無料）

内かけっこ・おんぶ競争・玉入れなど

持飲み物・タオル・着替え ※必要に応じて内履き

〆６月17日㈮

申・問参加申込書（各公民館・各子育て支援センター・市

ホームページに配置）を持参または電話で中央公民館（☎

757-5011）

オ
ー
プ
ン
13
周
年

キ
ナ
ー
レ
ま
つ
り

日
６
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時

￥
入
館
料
３
０
０
円

内
吉
本
芸
人
に
よ
る
お
笑
い
ス
テ

ー
ジ
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

餅
つ
き
・
福
ま
き
大
会
・
ち
び

っ
子
運
動
会
な
ど

会
・
問
キ
ナ
ー
レ
・
明
石
の
湯
（
☎

７
５
２

�

０
１
１
７
）

蘭ら
ん
ね
ん燃　

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

歌
に
願
い
を
こ
め
て

日
７
月
２
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～

午
後
９
時

￥
５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

定
先
着
２
０
０
人
※
情
報
館
各
分

室
に
前
売
り
券
あ
り

●
出
演
＝
蘭ら
ん

燃ね
ん（
十
日
町
市
出
身
）

会
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

�

５

１
０
０
）

【看護師：正職員】

●概ね40歳以下の保健師・看護師・准看護師

いずれかの資格と普通自動車免許を有する人

●雇用開始日＝10月１日※試験期間３か月

●給与など＝月額190,200円～250,000円程度

で経験年数を考慮して決定

　昇給１回、賞与年２回、社会保険、退職金あり

●選考方法＝１次試験：書類・作文・教養およ

び適正試験、２次試験：面接

【看護師：嘱託職員】

●保健師・看護師・准看護師いずれかの資格を

有する人

●雇用期間＝８月１日から平成29年３月31日

※試用期間３か月、更新あり

●給与など＝月額200,000円、期末手当6月・

12月、社会保険、退職金あり

十日町市社会福祉協議会

●選考方法＝１次試験：書類・作文・２次試験：

面接

〈共通〉

●募集人数＝各１人

●募集内容＝健康チェック・看護処置・入浴介

助（正職員は訪問入浴車の運転や機材操作を

することがあります）

●勤務地＝十日町訪問入浴介護事業所（異動あ

り）

●勤務時間など＝午前８時30分～午後５時15

分（休憩45分）、完全週休２日（土曜日・祝

日勤務あり※交代制）

〆６月30日㈭※申込方法など詳細は問い合わ

せてください

問十日町市社会福祉協議会（☎750-5010）

料
内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

〆
７
月
１
日
㈮

︻
救
急
員
養
成
講
習
会
︼

日
７
月
16
日
㈯
～
18
日（
海
の
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

￥
３
２
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
　

内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
、
急
病
の
手
当
、
け
が
の

手
当
、
搬
送
・
救
護

〆
７
月
４
日
㈮

︿
共
通
﹀

会
本
町
分
庁
舎

対
満
15
歳
以
上
で
全
日
程
を
受
講

で
き
る
人

定
先
着
30
人
※
申
込
み
が
３
人
未

満
の
と
き
は
中
止

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０
︱
５
０
１
０
）

発
達
支
援
講
演
会

心
の
健
や
か
な
成
長
に
必
要
な

根
っ
こ
を
育
て
る
た
め
に

日
6
月
25
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

職員募集



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

会
十
日
町
小
学
校
・
ふ
れ
あ
い
の

丘
支
援
学
校

定
１
０
０
人

講
田
中
篤
さ
ん
（
長
岡
赤
十
字
病

院
小
児
科
部
長
）

他
同
伴
す
る
子
ど
も
の
た
め
の
プ

レ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す

※
要
事
前
申
込

〆
6
月
17
日
㈮

申
・
問
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ひ

さ
ま（
☎
７
５
２
︱
７
２
７
０
）

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
強
化
週
間
」

　
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

が
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相

談
を
電
話
で
受
け
ま
す
。

日
６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日
㈰
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
※
７

月
２
日
・
３
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時

申
☎
０
１
２
０

�

０
０
７

�

１
１

０
（
全
国
共
通
）
※
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん

問
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２

�

２
５
７
５
）

小
松
原
湿
原
清
掃
登
山

日
６
月
26
日
㈰
午
前
６
時
30
分
～

※
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
前
集
合

￥
千
円
※
交
通
費
・
保
険
料
な
ど

定
30
人

持
箸
・
お
椀
※
昼
食
に
豚
汁
あ
り

〆
６
月
18
日
㈯

申
・
問
清
津
山
の
会
・
鈴
木
（
☎

７
６
３
︱
３
９
９
６
）

お
だ
ま
き
山
の
会

清
掃
登
山

●
行
き
先
＝
苗
場
山

日
７
月
３
日
㈰
午
前
５
時
～
午
後

５
時
30
分

￥
千
円

定
先
着
20
人

〆
６
月
20
日
㈪

申
申
込
用
紙
（
中
央
公
民
館
に
配

置
）
を
同
館
に
提
出

問
宮
沢（
☎
７
５
８
︱
２
９
６
５
）

小
松
原
湿
原
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
湿
原
一
面
に
咲
く
可
憐
な
花

「
ワ
タ
ス
ゲ
」
の
姿
や
、
ブ
ナ
の

原
生
林
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
自

然
観
察
指
導
員
が
同
行
し
ま
す
。

日
7
月
3
日
㈰
午
前
８
時
10
分
～

午
後
４
時
30
分
※
予
定

会
小
松
原
湿
原
※
無
料
送
迎
バ

ス

：

中
里
庁
舎
前
発
着

対
６
時
間
30
分
程
度
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
が
で
き
る
体
力
の
あ
る
人

￥
6
千
円
※
ガ
イ
ド
料
、保
険
料
、

中
里
共
通
入
浴
券
含
む

定
30
人
※
最
少
催
行
10
人

持
飲
み
物
・
昼
食
・
長
靴
ま
た
は

防
水
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
�
ー

ズ
・
帽
子
・
体
温
調
節
用
の
上

着
（
防
寒
対
策
）・
ゴ
ミ
袋
・

雨
具
な
ど

他
天
候
、
現
地
状
況
に
よ
り
中
止

あ
り

〆
6
月
20
日
㈪

申
・
問
申
込
書
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
持
参
で
（
一
社
）
観

光
協
会
中
里
事
務
所
（
☎
７
６

３
︱
３
１
６
８
、
Ｆ
７
６
３
︱

２
０
４
４)

清
津
山
の
会　

募
集
登
山

日
7
月
17
日
㈰
・
18
日
㈪
※
1
泊

2
日
（
山
小
屋
泊
）

会
金き
ん

峰ぷ

山さ
ん

～
端み
ず
が
き
や
ま

牆
山
（
山
梨
県
）

￥
２
万
１
千
円

定
20
人

〆
7
月
9
日
㈯

他
参
加
者
に
は
事
前
説
明
会
を
開

催
（
７
月
12
日
㈫
午
後
7
時
～

中
里
庁
舎
）

申
・
問
鈴
木
（
☎
７
６
３
︱
３
９

９
６
）、
桐
生
（
☎
０
９
０
︱

２
６
２
４
︱
２
７
２
３
）

第
12
回

十
日
町
市
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

日
7
月
２
日
㈯
午
前
7
時
30
分
～

会
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

￥
2
千
円
※
プ
レ
ー
代
・
軽
食
代

込
み

定
先
着
80
人

会
・
申
・
問
参
加
費
を
添
え
て
ナ

カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
（
☎
７

６
８
︱
４
４
１
９
）

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
７
月
９
日
㈯

対
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務

す
る
人

￥
メ
ン
バ
ー
１
万
２
２
５
円
、
ビ

ジ
タ
ー
１
万
２
２
２
５
円
※
参

加
費
・
パ
ー
テ
�
ー
費
込
み

内
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ

ー
・
ペ
リ
ア
方
式

他
午
後
７
時
か
ら
ラ
ポ
ー
ト
十
日

町
に
て
表
彰
式

〆
６
月
19
日
㈰

会
・
申
・
問
十
日
町
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
︱
３
５
１

５
）

一
般
国
道
３
５
３
号
（
葎

沢
地
内
）
夜
間
通
行
止
め

　
土
砂
崩
れ
に
よ
り
損
傷
し
た
ス

ノ
ー
シ
�
ッ
ド
の
架
け
替
え
工
事

の
た
め
、
次
の
と
お
り
通
行
止
め

を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
６
月
６
日
㈪
～
７
月
15
日
㈮

　
午
後
9
時
～
翌
午
前
5
時

※
日
中
は
片
側
交
互
通
行
。

他
迂
回
路
は
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル

（
県
道
３
３
４
号
、
県
道
76
号
）

問
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
（
☎
７
５
７
︱
５
２
０
３
）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月

間
で
す

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊

い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
①
土
地
に
亀
裂
が
生

じ
た
と
き
②
大
雨
の
と
き
や
雨
が

長
く
降
り
続
く
と
き
③
川
の
水
・

井
戸
水
・
湧
き
水
の
量
が
変
化
し

た
り
濁
り
だ
し
た
り
し
た
と
き
な

ど
は
非
常
に
危
険
で
す
。｢

危
な

い
な｣

と
思
っ
た
ら
早
め
の
避
難

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
県
や
新

潟
地
方
気
象
台
発
表
の
土
木
災
害

警
戒
情
報
も
避
難
判
断
の
目
安
と

し
ま
し
�
う
。
日
ご
ろ
か
ら
天
気

予
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
家

の
近
く
の
山
・
崖
・
川
な
ど
を
よ

く
点
検
し
、
異
常
な
箇
所
な
ど
を

見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
維
持
係
（
☎
７
５
７
︱

９
９
３
２
）
ま
た
は
松
代
支
所

農
林
建
設
課
、　
川
西
・
中
里
・

松
之
山
支
所
地
域
振
興
課

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
７
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮

会
十
日
町
地
域
消
防
本
部
　

対
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人

￥
３
５
０
０
円

定
先
着
１
０
０
人

〆
6
月
30
日
㈭

申
申
込
書
（
問
合
わ
せ
先
に
配

置
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︿h

ttp
://

w
w

w
.to

k
a
m

a
c
h
i-k

o
u
ik

i.

jp
/

﹀
か
ら
も
取
得
可
能
）
に

顔
写
真
1
枚
を
添
え
て
十
日
町

地
域
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は

各
分
署

問
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
５
７

�

１
５
５
７
）

経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
期

限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

内
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て 

生
産
販
売
を
し
た
農
家
に
支
払

う
交
付
金
、
そ
ば
や
飼
料
用
米

を
生
産
販
売
し
た
と
き
に
支
払

う
交
付
金
な
ど

　十日町市から出場した選手が大活躍しました。

日３月26日㈯～ 29日㈫

会岐阜県高山市・ほおのき平スキー場

●K1女子回転競技＝俵山紗乙さん（十日町SC ／鐙島小）：８位

問スポーツ振興課（☎756-5013)

JOCジュニアオリンピックカップ2016
ジュニアスキー選手権大会結果

6次産業等支援事業補助金について

　市内で生産された農林水産物や、その加工品の販路開拓など６次

産業に取り組む農林漁業者や食品製造業者などを支援します。詳細

は問い合わせてください。

【販売力強化支援事業】

●対象事業＝新たなパッケージデザインやホームページの制作など

の取組み

●対象経費＝デザイン料、ホームページ制作委託費など

●補助金額＝上限30万円（補助率２分の１）

【販路開拓支援事業】

●対象事業＝商談会や物産展などへの参加、ＰＲイベントの開催

●対象経費＝出展料、交通費、宿泊費など

●補助金額＝上限50万円（補助率２分の１）※海外は上限100万円

〆６月30日㈭（９月末までに実施予定の事業）※10月以降の事業

は早めに相談してください

申・問農林課農業企画係（☎757-3120）

●
申
請
期
限
＝
６
月
30
日
㈭

問
農
業
振
興
事
務
支
援
セ
ン
タ

ー
（
Ｊ
Ａ
十
日
町
営
農
生
活
セ

ン
タ
ー
内
☎
７
６
１

�

７
１
４

４
）

犯
罪
・
交
通
事
故
の
被
害
者

の
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

　
各
種
手
続
き
の
説
明
や
付
き
添

い
な
ど
の
相
談
・
支
援
を
無
料
で

し
て
い
ま
す
。

日
月
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
祝
日
・
振
休
・
年
末
年

始
を
除
く
）

会
・
問
に
い
が
た
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
新
潟
市
・
☎
０
２
５

�

２
８
１

�

７
８
７
０
）

川
で
遊
ぶ
時
は
急
な
増
水
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
川
で
遊
ぶ
と
き
は
、
河
川
水
位

や
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
�
う
。
ま

た
、
現
地
で
は
事
前
に
危
険
な
と

こ
ろ
を
確
認
し
、
雨
が
降
り
始
め

た
り
、
水
位
が
上
昇
し
た
り
し
た

と
き
は
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

●
降
雨
状
況
�
河
川
水
位
情
報
＝

「
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド

：

新
潟
河

川
」

●
土
砂
災
害
警
戒
情
報
＝
「
検
索

キ
ー
ワ
ー
ド

：

新
潟
土
砂
情

報
」

問
河
川
管
理
課 

河
川
海
岸
維
持

係
（
☎
０
２
５
︱
２
８
０
︱
５

４
１
４
） 



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

�

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー Serialization corner

毎年参加している市民音楽祭では、呼吸の合った演奏を披露しています。練習
は週１回（火曜・木曜・金曜日の昼夜いずれか）各自の希望に合わせて行いま
す。興味のある人は気軽に問い合わせてほしいとのこと。

南魚沼市の牧之通りでの“ひ
なまつりコンサート”にも参
加。各地のイベントや演奏会
には、都合のつく人が出演し
ています。年に１回、練習と
懇親会を兼ねた合宿も行って
います。

コンサート「音楽と分じろう」では、新しい和室を舞台に二胡奏者の山
平けんじさんとセッション。艶やかな着物姿の皆さんは、優美な手つき
で絃をつま弾き、情感豊かな唄声で観客を魅了しました。
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山に感謝し、山を味わう

自然や、それを利用
する食の知恵も地域
の宝です。どちらも
大切にして残してい
きたいですね。

❶ ❸ ❺ ❻

❷ ❹

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

13

食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
一
度
に
採
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
か
な
」。

田
植
え
も
終
盤
に
な
る
と
ミ
ズ
が
採
れ

る
時
季
。
シ
�
キ
シ
�
キ
と
し
た
食
感
と

少
し
の
ぬ
め
り
が
特
徴
の
山
菜
で
す
。「
ミ

ズ
は
ア
ク
が
な
く
、
下
処
理
も
い
ら
な
い

か
ら
料
理
し
や
す
い
ん
だ
」。「
薄
皮
を
む

い
て
ゆ
で
て
、
塩
を
ふ
れ
ば
す
ぐ
食
べ
ら

れ
る
。
お
好
み
で
シ
�
ウ
ガ
を
入
れ
て
も

良
い
よ
」。

自
分
な
り
に
工
夫
し
た
料
理
を
集
落
の

人
や
、
キ
�
ン
プ
場
の
利
用
者
に
振
る
舞

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「�
お
い
し
い
�
と

喜
ん
で
も
ら
え
る
と
、
う
れ
し
い
ね
」。

鹿
児
島
県
出
身
の
陽
子
さ
ん
は
大
阪
で

働
い
て
い
た
と
き
、
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た

旦
那
さ
ん
と
知
り
合
い
、
23
歳
の
こ
ろ
清

田
山
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
、
30
年
以

上
勤
め
る
キ
�
ン
プ
場
で
の
仕
事
の
合
間

に
、農
作
業
や
山
菜
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
は
山
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
陽
子
さ
ん
。「
ム
ラ
の
同
年
代

の
女
衆
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
た

ん
だ
」「
周
り
の
人
た
ち
に
恵
ま
れ
た
ね
」。

今
で
は
、
山
菜
の
出
る
場
所
や
食
べ
方
も

詳
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
山
の
も
の
は
採
っ
た
そ
の
日
に
処
理

す
る
よ
う
に
教
わ
っ
た
」「
す
ぐ
に
コ
ワ

く（
か
た
く
）な
っ
た
り
、傷
ん
だ
り
す
る
。

時
代
を
超
え
て
心
を
奏
で
、縁
を
紡
ぐ

翠す
い
せ
ん
か
い

染
会

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

99

　「
多
く
の
人
に
箏
の
楽
し
さ
に
触
れ

て
ほ
し
い
」
と
、柳
翠
染
さ
ん
（
66
歳
・

田
中
町
東
）
は
40
年
程
前
、
自
宅
に
教

室
を
開
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
市
内
外

か
ら
幅
広
い
年
代
の
生
徒
が
集
い
、初
・

中
・
奥
の
段
階
に
合
わ
せ
て
個
別
に
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。

　
手
（
絃
を
弾
く
音
）
の
間
を
縫
う
よ

う
に
、
旋
律
の
異
な
る
唄
を
響
か
せ
る

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
師

匠
か
ら
﹃
唄
は
芝
居
﹄
と
よ
く
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
古
語
の
歌
詞
を
読
み
込
ん

で
、
感
情
を
込
め
る
こ
と
が
大
切
。
か

け
あ
い
の
お
も
し
ろ
さ
も
あ
り
ま
す
」

と
翠
染
さ
ん
。
中
学
生
の
と
き
か
ら
稽

古
を
続
け
る
村
武
翠す
い

花か

染せ
ん

さ
ん
は
、「
聞

い
て
涙
が
出
る
と
こ
ろ
ま
で
、
唄
の
機

微
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
、

そ
の
奥
深
さ
に
魅
か
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
７
日
の
演
奏
会
で
は
、
山
平
け

ん
じ
さ
ん
が
奏
で
る
二
胡
の
高
ら
か
に

波
打
つ
旋
律
と
、
優
美
な
間
合
い
で
た

ゆ
た
う
箏
・
唄
声
と
が
、
大
き
な
う
ね

り
と
な
っ
て
会
場
を
満
た
し
ま
し
た
。

古い
に
し
えよ
り
親
し
ま
れ
て
き
た
箏
は
、
時

代
や
地
域
を
超
え
、
心
を
響
か
せ
合
う

場
の
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
翠
染
会
で
は
現
在
13
人
の
生
徒
が
�
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
合
わ
せ
て
箏こ

と

・
三さ

ん
げ
ん絃

の
練

習
を
重
ね
て
い
ま
す
�
漢
数
字
や
記
号
で
示
さ
れ
た
譜
面
は
�
初
め
て
の
人
に
も
な
じ

み
や
す
い
も
の
で
す
が
�
絃
を
つ
ま
弾
き
な
が
ら
唄
う
﹁
弾
き
唄
い
﹂
は
�
な
か
な
か

奥
が
深
い
も
の
�
互
い
の
音
色
や
呼
吸
に
耳
を
澄
ま
せ
な
が
ら
演
奏
会
を
重
ね
�
叙
情

豊
か
な
箏そ
う

曲き
�
くの
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
�

　
◆
問
合
せ

：

会
長
・
柳
翠
染
　
☎
７
５
２
︱
２
０
９
５

❶沢沿いの湿った場所に生えるミ

ズ❷・❸茎の部分を食べる「葉っ

ぱの付け根から裂くと薄皮もむき

やすいよ」❹「さっとゆでるだけ

でいいよ」。紫色の部分が鮮やか

な緑色に変われば食べごろ❺クセ

がない味だから、いろいろな料理

に使える。「煮ても良いし、油で

炒めるのも良いね」❻花が咲いた

後の実も食べられる。「塩漬けに

して、食べるときに塩出しする。

保存食みたいなものかな」。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

小
針 

伸
広
さ
ん

ミ
ズ
（
ミ
ズ
ナ
・
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
）

山
田 

陽
子
さ
ん︵

清
田
山
・
70
歳
︶
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　羽を大きく形をかくかくにし
て工夫しました。体もはり金を
まいて太くしました。

　丸いもようをつける時に、イ
ンクをつけたローラーでポンポ
ンしながらつけました。ハムス
ターの顔がかわいくできたので
気に入っています。

　スイミーの一場面です。大き
なザリガニがブルドーザーのよ
うに進む様子を表しました。ザ
リガニのもようを工夫しました。

　かたつむりのおやこのおでか
けです。ここはカラフルなせか
い。すてきなお花を見つけまし
た。たくさんのいろをつかい、
となりとおなじいろにならない
ようにくふうしました。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ド
ラ
ゴ
ン

野
上
　
大だ
い

地ち

さ
ん
（
５
年
）

ひ
ま
わ
り
の
た
ね
を
見
つ
け
た
ハ
ム
ス
タ
ー

野
上
　
颯そ
う

吾ご

さ
ん
（
２
年
）

ザ
リ
ガ
ニ
大
き
い
な

野
上
　
彰し
�
う
た太

さ
ん
（
４
年
）

カ
ラ
フ
ル
な
か
た
つ
む
り
の
お
で
か
け

柳
　
澪み
お

　
さ
ん
（
１
年
）

　

手
足
の
関
節
の
位
置
を
合

わ
せ
る
の
が
大
変
で
し
た
。

足
の
角
度
や
頭
の
位
置
が
う

ま
く
い
っ
た
の
で
、
と
て
も

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
ダ
の
つ
め
や
、
笹
の

葉
な
ど
細
か
い
部
分
を
て
い

ね
い
に
彫
っ
て
仕
上
げ
ま
し

た
。一
つ
一
つ
色
を
重
ね
て
、

き
れ
い
な
多
色
刷
り
の
版
画

が
で
き
ま
し
た
。

バッティングセンターでカキーン

宮内　海
かい

さん（３年）

笹の葉を食べているパンダ

山本　憂
ゆ

依
い

さん（６年）
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